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【 リレーエッセー 】

News Letter

● 次回は、北海道医療大学リハビリテーション科学部理学療法学科教授鈴木英樹先生です。

札幌CBT&EAPセンターでお客様からの委
託を受けて、産業保健スタックとして働く人々
の健康支援に携わっています。産業保健と聞く
と、健康診断や健康診断後の保健指導をイメー
ジされる方も多いのではないかと思います。
でも実際は、働く職場の巡視、長時間労働者

の体調確認、治療や復職に関する支援、健康診
断後の措置などを会社のご担当者、産業医と協
働して行っています。産業保健活動として健康
支援を行う理由は、労働安全衛生法などの法令
が尊守されているかどうかの確認だけではなく、
健康障害が労働の実態と関連することがあるか
らです。
例えば、非可逆性である騒音性難聴は、許容

範囲（85ｄB以上を1日連続8時間）以上の騒
音に暴露され続けると数年から数十年後に発症
すると言われています。健康診断の聴力異常所
見で発見されても難聴の改善は難しいものです。
長時間労働も休息や睡眠時間の削減につなが

り、健康障害のリスクとなります。時間外労働
が月45時間以上になると脳血管疾患や心疾患
の発症、精神障害も罹患するリスクが現れ、時
間外労働が長くなるにつれそのリスクが高まり
ます。このように、健康障害を引き起こさない
ために職場巡視で作業環境や作業内容の問題を
チェックする、健康診断結果の所見を確認する、
必要な安全・健康教育を実施するといった活動
が健康支援を行う時には大切です。そして、健
康障害発症予防に向けた1次予防だけではなく、

2次・3次予防に対する健康支援も必要です。
治療中の病気が勤務の継続、職場復帰後に悪く
ならないよう、治療内容や主治医の意見収集、
職場環境・労働内容・労働時間に対する配慮も
重要です。これらは、事業者に課せられた安全
配慮義務（労働契約法）です。
また、働く人がルールに従わず保護具を使わ

ない、健康診断の所見を放置する、申告しない
で残業しているという状態だと健康を守ること
ができません。企業側の安全・健康リスクへの
安全配慮義務だけではなく、働く人々も自分の
健康・安全を保持できるように協力する自己保
健義務があります。
健康は単に個人の問題ではありません。働く

人々の健康に投資する健康経営に取り組もうと
する企業が増え続けています。働く人が健康で
いることは、その人が「幸せ」で「生きがい」
を感じ、「生涯現役」でいることを可能にしま
す。企業にとっては「生産性の安定と向上」、
「組織の活性化」をもたらします。その結果、
社会保障が安定し「持続可能」な社会へと繋が
ると考えられています。事業者と働く人々の双
方からの健康を守る取り組みは、働く人々と企
業にとって大きなメリットになるという点でと
ても大切だと言えます。働く人々の健康は単純
に病気や苦痛がないというだけではなく、生涯
を通して個人の「幸せ・生きがい」、組織や社
会の「持続可能性」への実現に欠かせない宝物
なのです。

働く人々の
「健康」について想うこと

原洋美
医療法人社団五稜会病院
札幌CBT&EAPセンター保健師



２
経営者・管理職者に知っておいてほしい心理学：社会的勢力感

【 TOPICS 】

フジテレビ問題と権力者の過ち

2024年12月末から続いているフジテレビの
ハラスメント・性暴力の問題、通称「フジテレビ
問題」は、加害者であるタレントの引退。フジテ
レビも経営層の辞任、スポンサー企業のCM停止
で赤字に陥るなど、企業として大きな代償を払う
ことになりました。

2025年3月末に公表された第三者委員会の報
告書では、問題の発端となった性暴力以外のハラ
スメント事案にも言及しています。フジテレビ問
題は有力な番組出演者、強い権限をもつ幹部社員
や経営層など、強い力をもつ人たちが問題ある判
断・行動を積み重ねていたことを明らかにしまし
た。ハラスメント対策やコンプライアンス部門も
形として存在していましたが、本来あるはずの、
個人による権力の不適切な使用・乱用を抑制し、
正すという権力を、特定の個人の権力を前に適切
に働かせられることができなかったといえるので
はないでしょうか。
フジテレビ問題以外でも、職場におけるハラス

メント問題では、ハラスメントの種類に関わらず、
行為者と被害者の間に力の差があり、強い立場に
いる行為者が不適切な行動をしてしまっているこ
とがほとんどです。また、企業に適切な対応が義
務づけられているハラスメント問題やメンタルヘ
ルス不調、障害者雇用などの訴訟でも、企業の権
力乱用が指摘され敗訴する例は珍しくありません。
いずれも強い権力を持つ側が、個人や状況への個
別的な配慮が出来なかったり、時代の求めに応じ
た適切な判断・行動をとれなかったことが問題に
なった例といえるのではないでしょうか。

偉くなると嫌な奴になりがち？

権力が人の判断・行動に及ぼす影響は、50年
ほど前から、社会心理学の領域を中心に研究され
ています。権力研究の中では、社会的勢力感
（sense of social power：以下、勢力感）とい
う概念が導入されています。
勢力感は、周囲の人を意のままに従わせること

ができると感じている（自分はそうした力を持っ
ていると感じている）心理的状態を指します。こ
れまでの研究で確認されている勢力感の判断・行
動への影響の中で、組織の中で問題となるのは次
の2つの傾向だと言われています。

相手や周囲の人に自分の言うことを聞かせること
が出来と思っている（＝勢力感が高い）人は、

１．自分勝手になる

他人の辛さや悲しみに共感できなくなる、人の非
には厳しいが自分の場合は正当化する…など対人
関係で自己本位、利己的になり、他人との関係を
大切にできなくなる。

２．客観的な状況判断や熟慮をしなくなる

ステレオタイプな判断を短絡的に当てはめる、認
知バイアスに陥りやすくなる…など意思決定が短
絡的で、衝動的になる。

佐々木（2022）

組織は権力なしに秩序だった活動を維持するのは
難しいため、権力の適切な行使が必要となります。
しかし、強い権力を持つことで勢力感が高まり、自
分本位で、短絡的、衝動的な思考が強くなると、権
力を乱用したり、ハラスメント問題やメンタルヘル
ス問題に必要となる個別的な配慮がしにくくなって
しまいます。

他者を支配できる
（他者をコントロールできる）

社会的な状況

【 社会的勢力感の高まり 】
自分に権力があるという自覚

（社会的勢力感）
判断・行動の

変容

【 社会的勢力感の緩和要因 】
◼ 公的権力観
◼ 他者の支配をうける状況

図自分に権力があるという感覚が判断・行動に与える影響とその緩和要因

⚫ 権力の自覚は自分本位の利己的な判断・行動や、固定観念。思い込みに基づく思考を増加させてしまう。
⚫ 権力は個人の超えた公共の利益に資するための手段であり、義務や責任を伴うという考え方を持ってい
る人や他者の支配にさらされる体験をしている人は、権力の自覚による判断・行動の歪みが少なくなる。



Our IDEAs

⚫ 心理学の視点：情けというアナログなコミュニケーション様式

濵田 健太郎

公認心理師

伊藤 希

産業保健師

⚫ 産業保健の視点：衛生委員会・安全衛生委員会の役割を再認識する

権力は、職場の心理的安全性に直接
的な影響を与えると思います。権力を
持つ人物が暴力的、支配的または不公
平な態度をとる場合、従業員は不安や
ストレスを感じ、メンタルヘルス問題
が発生するリスクが高まるでしょう。
一方で、権力を持つリーダーが、健康
や安全を重視する場合、その文化は組
織全体に広がります。リーダーが健康
的なロールモデルを示すことも、健康
な文化を形成する重要な要素になると
考えられます。ただ、一方的なものだ
けでは、真の健康保持増進にはつなが
らず、従業員の自発的な考えや活動が
必要です。従業員が自分の権限を持ち

自律的に働ける環境を作ることは、
権力の不均衡の解消につながることが
期待されます。特に、従業員が健康や
安全に関する意思決定に参加できる仕
組みが大切であり、この仕組みが、衛
生委員会・安全衛生委員会の役割にな
ると思います。衛生委員会では、職場
の健康や安全に関する事項について、
労使間で協議をします。ここで大切な
のは多数決で決めるのではなく、議論
し、よりよい解決策を見出すことです。
権力が適切に行使され、職場の健康

や安全を保持・増進するために、衛生
委員会・安全衛生委員会は重要な役割
を担っています。

皆さまは、経営者・管理職者にどの様
な資質を求めますか。決断力？信頼性や
公平性？外向的なコミュニケーション能
力でしょうか？ここでは、周囲から信頼
される者と罪悪感という感情についてお
話いたします。
これまでの研究によれば「罪悪感を抱

きやすい人ほど信頼性が高い」という事
が明らかになっています。一見ネガティ
ブに思える感情がなぜ信頼性に繋がるの
かと言いますと、罪悪感を抱きやすい人
は1.コミュニケーションにおける責任感
が強い。2.他者を傷付けたり失望させる
様な言動を避ける。

3.もし悪い事をしても物事を正そうと行
動を起こすモチベーションが高い。とい
う傾向にある様です。
特に権力者の立場における罪悪感の抱

きやすさは、自身の影響力を自覚し、部
下や組織全体への配慮を欠かさない姿勢
を意味するでしょう。それは単なる優し
さではなく倫理観に基づく行動選択と関
係構築の能力でもあります。決断力や外
向性だけではなく、罪悪感という感情も、
従業員の心理的安全性を高めて自発性や
協調性を促します。感情の扱い方ひとつ
が組織全体の質を左右する事を再認識す
る必要があるのではないでしょうか。

「権力は必ずや堕落する」を
避けるには

勢力感の判断・行動への影響は、誰もが受ける
可能性があるものです。人を率いる立場にいる人
が、独善的で他者を顧みない振る舞いをした実例
は数多くあると思います。一方で逆の例を見つけ
るのもそれほど苦労しないと思います。これまで
の研究で明らかなっている、勢力感の影響を緩和
する要因（図1）と方法を２つご紹介します。

① 権力の捉え方として公的権力観を持つ

権力は個人の超えた公共の利益に資するための手
段であり、義務や責任を伴うという考え方（公的
権力感）は勢力感の影響を緩和する（対して、権
力は状況を意のままにコントロールし、望まない
干渉を避ける力であり、私的な目的を達成するめ
のものであるという考えを私的権力観という）

② 他者からの支配をうけない状況を減らす

生活の中で他人を支配できる状況が、他人の支配
を受ける状況よりも多い人ほど、勢力感が強くな
り、勢力感の影響を受けやすい（例えば、社内で
支配的な立場にいるが、社外では取引先からの支
配にさらさせる社長より、組織内で支配的な立場
にいながら、組織外とのやり取りがない会長や相
談役の方が勢力感が高く、影響もうけやすい）

職場で権力を持つ経営層や管理職者が勢力感の
悪影響を避けることは、個人への個別的配慮や柔
軟性が求められる現代では特に重要なことです。
他者からの支配をうけることが少ない経営者や管
理職者ほど、公的権力観に基づく判断・行動が出
来ているか定期的に研修やカウンセリングを受け、
確認したり、自分自身を含めて特定の個人や部門
に、他者のチェックや制限が効かないような、大
きな権力や自由を与えない組織構造がつくる必要
があるのはないでしょうか。



３【 センターからのお知らせ 】

“産業保健チーム”として支援を行っています

心機一転、脱皮して新
たな年度を迎えました。
昆虫や爬虫類は、成
長・傷の修復など重要
な目的で脱皮してます。
人間も脱皮して、お肌
の修復、五十肩の改善
などの身体の調整がで
きればいいのにと思い
ます。
過去の自分に縛られず、
次に踏み出す心の脱皮
をしました。

巳という字は、中国の
漢書では「止む」を意
味し、草木の成長が極
限に達した状態を表す
と解釈されている様で
す。好きな言葉に、実
りの重さは日々の積み
重ねの重さという表現
があります。成長が極
限に達して「止」とな
る静と動の感覚を味わ
える様に、一瞬一時を
吸収していきます。

復活、再生の縁起物
として知られている
ヘビ。今年の巳年は
「新しい挑戦や変化、
成長、変革」を象徴
する年ともされてい
るようです。
生きている中で日々、
成長と困難の繰り返
しですが、その中で
も新しいことに挑戦
することは大事なこ
とだと思います。

一皮むけたと感じる
ことが多いのは、修
羅場を経験した後と
いう研究があるそう
です。修羅場は経験
したくないですが、
修羅場を一皮むける
ことにつながる経験
とと考えられるよう
になったら、すでに
一皮むけているよう
な気がします。

４ テーマ：蛇年なので、一皮むける（脱皮する）ために

【 STAFF VOICE 】

【H】 【K】【N】

「一皮むける」は竹
の子の皮のように何
かを経験する事で成
長しよりよい状態に
なることだそうです。
季節も春！新たに活
躍・交流の場が増え
ます。たくさんの人
や感性にふれて内面
も成長したいですね。
新たな「強み」がで
き成長を感じること
ができそうです。【A】 【Ｏ】

多彩な専門スタッフ

当センターの産業保健活動の支援は、多職種か
らなるチームによって行われています。
産業保健活動を担う専門スタッフは現在、

• 産業医：5名
• 保健師：2名
• 心理師：3名

の10名で構成させています。
5名の産業医は全員が五稜会病院で精神科の診

療にあたる医師でもあります。産業医、精神科医
としても専門性の他に、病理、神経内科、腎臓内
科など、各医師が自らのキャリアの中で磨いてき
た知識・スキルを持っています。

2名の保健師には、看医療機関での看護師とし
ての経験や病棟師長としての管理職経験、助産師
としての経験があります。

3名の心理師も、精神科での心理療法やカウン
セリングの経験や管理職経験がある他、復職支援、
治療と仕事の両立支援などの産業保健分野での経
験の他、障害者雇用、災害支援、調査研究やデー
タ分析、高等教育機関での教育経験があります。

多様化する労働者と健康問題

定年延長などで働く高齢労働者、子育てや介護
をしながら働く人、障害や病気を抱えながら働く
人など、労働者の多様性が高まるほど、職場が配
慮する必要がある健康問題も多様化しています。
多様な健康問題に対応するため、診療科が細分

化され、医師、看護師、薬剤師以外にも様々な医
療系国家資格が作られてきたように、職場におい
ても対応が求められる健康問題が多様化に伴い、
対応に必要な知識・スキルも多様になっています。
その結果、一つの職種あるいは一人の人が持てる
知識・スキルでは対応が難しくなっています。

チームとして対応する

多様な健康問題に対応するために、当センター
では、多職種からなる産業保健 チームによる支
援を行っています。
各職場へ伺い、相談に対応する産業医や保健師

はそれぞれの職場を担当するスタッフですが、そ
のスタッフの後ろには、他のスタッフが常にいて、
最善の支援が出来るように共に考えています。

最も重要なチームメンバーである皆様へ

産業保健活動は労働者を雇用する企業の法律上の義務（安全配慮義務）
のため、経営者が活動主体なり、衛生管理者、管理職者、人事労務担当者
などに指示し、実施していく必要があります。つまり経営者が活動に責任
を持ち、衛生管理者、管理職者などが実務を担うことになります。
産業保健活動の中心であり、産業保健チームの中核になるのはその職場

の経営者、衛生管理者、管理職者、人事労務担当者などの皆様です。当セ
ンターの産業保健チームが、皆様の職場で、皆様と共に産業保健チームを
作ることで、皆様の産業保健活動の向上に貢献できれば幸いです。
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